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起
立
多
数

可
決

３月 定 例 会

3
月
定
例
会

　
３
月
定
例
会
は
10
日
か
ら
17
日
ま
で
、８
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
年
度
予
算
を
は
じ
め
、一
般
会
計
第
６
次
補
正
予
算
な
ど

27
議
案
が
原
案
の
通
り
可
決
さ
れ
、17
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

より居心地のよいより居心地のよい
　　　　　まちづくりに向けて　　　　　まちづくりに向けて

議　案　
第21号

令
和
５
年
度
古
殿
町

行
政
区
の
運
営

　
　

区
の
運
営
は
行
政
区
に
お
任
せ
し
て
い

ま
す
が
、
何
ら
か
の
対
応
は
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
班
に
所
属
を
し
な
い
世
帯
へ
の
区
長
の
対

応
が
大
変
で
あ
る
。
何
ら
か
の
対
策
は
。

　
総
額
は
41
億
７
３
０
０
万
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
比
４
％
、
１
億
６
０
０
０
万
円
の

増
と
す
る
も
の
。

子
ど
も
・
子
育
て
実
態
調
査

　
　

情
報
の
蓄
積
の
あ
る
業
者
の
方
に
委
託

を
す
る
想
定
で
す
。
養
育
の
基
本
で
あ
る
家

庭
、
日
中
の
状
況
を
把
握
し
て
い
る
学
校
か
ら

お
話
を
伺
う
予
定
で
す
。

　
　
業
者
に
委
託
す
る
の
か
。
実
質
的
に
は
何

を
調
査
す
る
の
か
。

産
業
産
業

農
事
組
合
活
動

　
　

そ
う
い
っ
た
問
題
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
加
入
者
が
減
っ
た
り
、
転
作
奨
励
金
の
考
え

方
な
ど
で
問
題
が
起
き
た
り
し
て
い
る
。
組
織
の

再
編
が
必
要
で
は
な
い
か
。

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

　
　

国
の
広
葉
樹
の
森
林
整
備
実
施
の
方
針
で
、

町
の
広
葉
樹
も
新
た
に
整
備
す
る
も
の
で
す
。
今

年
度
は
設
計
と
同
意
取
得
等
を
行
い
ま
す
。

　
　
広
葉
樹
林
再
生
事
業
と
は
、
ど
ん
な
事
業
か
。

西
渡
団
地
建
替
構
想

　
　

確
定
し
ま
し
た
が
、
借
地
の
地
権
者
の

方
や
団
地
の
住
人
の
方
へ
の
説
明
や
交
渉
は
、

こ
れ
か
ら
の
段
階
に
な
り
ま
す
。
慎
重
な
対
応

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
西
渡
団
地
の
移
転
・
建
替
は
確
定
し
た
の

か
。
借
地
に
つ
い
て
の
協
議
は
進
ん
だ
の
か
。

定
住
支
援

定
住
支
援

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

討
論

　
　

合
計
所
得
５
０
０
万
円
未
満
の
夫
婦
ま

で
を
対
象
と
し
、
補
助
金
の
額
は
20
代
で
60
万

円
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
今
ま
で
実
績
が
な
い
た
め
、
ど
の
よ
う
に

対
象
範
囲
の
拡
大
を
し
た
の
か
。

岡
部　
淳
一　
議
員

主
要
事
業
等
に
問
題
点
が
あ
る

　
道
の
駅
の
問
題
と
、
主
要
事
業
で
、
高
校

生
へ
の
児
童
手
当
支
給
の
目
的
を
通
学
費
と

し
な
い
こ
と
や
、
農
業
機
械
等
導
入
支
援
事

業
の
状
況
精
査
の
不
足
等
が
あ
っ
た
た
め
、

反
対
し
ま
す
。

反
対

佐
藤　
弘
信　
議
員

交
流
人
口
拡
大
に
向
け
た
事
業
の
実
施

　
有
利
な
地
方
債
や
基
金
を
活
用
し
、
必
要

な
財
源
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、
高
校
生
へ

の
児
童
手
当
支
給
な
ど
新
し
い
施
策
が
計
画

さ
れ
、
交
流
人
口
拡
大
の
活
性
化
に
向
け
た

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
賛
成
し
ま
す
。

賛
成

質　
疑

質　
疑
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議　案　
第８号質　

疑

質　
疑

全
員
賛
成

可
決

第
１
子
、
２
子
に
つ
い
て
は

　
　
令
和
４
年
度
中
は
２
人
で
す
。

　
　
令
和
５
年
度
に
３
７
５
万
円
予
算
化
さ
れ
て
い

る
が
、
令
和
４
年
度
中
に
生
ま
れ
た
第
３
子
は
何
人

か
。

　
　
ご
意
見
を
参
考
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
第
１
子
と
第
３
子
の
金
額
の
差
が
大
き
い
。
少

子
化
対
策
と
し
て
、
今
後
、
第
１
子
か
ら
金
額
を
上

げ
る
こ
と
を
検
討
し
て
は
。

　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の
額
の
見
直
し
。
現
行

で
30
万
円
を
支
給
し
て
い
る
第
３
子
以
降
の
出
生

に
つ
い
て
50
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
。

議　案　
第11号

質　
疑

質　
疑

全
員
賛
成

可
決

旧
論
田
小
学
校
校
舎
の
利
活
用
は

　
　

現
時
点
で
活
用
す
る
話
は
お
聞
き
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
　
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
で
旧
論
田
小
学
校
の

校
舎
は
活
用
し
な
い
の
か
。

　
　
最
終
的
に
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
そ
の
選
択
肢
も

あ
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
地
元
論
田
地
区
の
方

が
活
用
す
る
計
画
も
あ
り
、
そ
の
推
移
を
見
守
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　地方自治の発展に功労が
あったとして、全国町村議
会議長会表彰を受け、６月
議会開会前に議長より伝達
が行われました。
　町村議会議員 27 年以上
在職者として木戸久康議員

（右写真）、15 年以上在職者
として（左写真）右から矢
内泰吉議員、佐川勇司議員、
佐藤弘信議員がそれぞれ表
彰を受けました。

　
　
会
社
で
校
舎
が
不
要
な
場
合
は
町
で
解
体
す
る

の
か
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
事
業
の
用
に
供
す

る
た
め
、
旧
論
田
小
学
校
屋
内
体
育
施
設
を
株
式

会
社
ふ
る
ど
の
論
田
エ
コ
パ
ワ
ー
に
無
償
譲
渡
す

る
も
の
。

全国町村議会
議長会表彰

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
支
給
に
関
す
る

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

利活用が進む旧論田小学校の敷地内
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支出

一般会計予算
41億7,300万円

※割合の小数点以下を端数処理しています。

民生費 9億1,669万7千円（22％）
障がい者や高齢者に対する福祉の充実、
子育て支援などにかかるお金

衛生費 2億7,811万8千円（6.7％）
環境保全、疾病予防、健康増進などにかかるお金

労働費 9万8千円（0.0％）
労働福祉の事業に必要な経費

農林水産業費 4億2,286万3千円（10.1％）
農・林業振興のためのお金

商工費 7,737万4千円（1.8％）
商工業や観光の振興のためのお金

土木費 4億6,308万7千円（11.1％）
道路、公園や区画整理などの事業に要するお金

消防費 1億9,514万6千円（4.7％）
消防、防災事業などに要するお金

教育費 4億3,264万4千円（10.4％）
学校教育、生涯学習、スポーツ振興
などの事業に要するお金

災害復旧費 7千円（0.0％）
災害によって生じた被害を復旧するためのお金

公債費 7億3,439万3千円（17.6％）
町の借金を返済する元金と利子などのお金

予備費 2,094万4千円（0.5％）
緊急を要する場合などに、予算外の支出や
予算超過の支出に充てるためのお金

総務費 5億5,651万8千円（13.3％）
全般的な管理事務のためのお金

議会費 7,511万1千円（1.8％）
議会活動のためのお金

収入

町税
4億9,410万5千円（11.8％）
町民税や固定資産税、
軽自動車税、
たばこ税などの税金

使用料等
3,300万5千円（0.8％）

施設の使用料など

繰入金
4億3,638万3千円（10.5％）

繰越金
5,000万（1.2％）

前年度からの繰越金

その他
7,065万6千円（1.7％）

寄付金など

譲与税等
2億3,457万4千円（5.6％）
特定の国税を一定の基準で
国が配分するお金

地方交付税
21億1,366万円（50.7％）
国から交付されるお金

国県支出金
4億6,011万5千円（11％）
特定の事業に対し、
国や県から交付されるお金

地方債
2億8,050万2千円（6.7％）
事業のために借り入れるお金

町
税
等
町
で
得
る
お
金

国
や
県
か
ら
得
る
お
金

 

３月 定 例 会

令和5年度
予算 古殿町お金の仕組み

会計区分 予算額 採決の結果
一般会計 41億7,300万円 原案可決（10対1）

特別会計

国民健康保険 ５億6,206万３千円 原案可決（全員賛成）
簡易水道 １億3,099万円 原案可決（全員賛成）
農業集落排水事業 ２億4,559万９千円 原案可決（全員賛成）
林業集落排水事業 3,148万６千円 原案可決（全員賛成）
介護保険 ７億9,986万４千円 原案可決（全員賛成）
後期高齢者医療 6,334万１千円 原案可決（全員賛成）
宅地造成事業 10万２千円 原案可決（全員賛成）

合　計 60億644万５千円

各
会
計
の
予
算
状
況
と

　
　
　
　
　
　 

採
決
結
果
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　　新たな事業クローズアップ　　新たな事業クローズアップ

子育て支援

高校生への児童手当支給

児童手当支給事業

　高校生１人当たり月5,000円の児童手当の支
給。所得制限は設けない。

700万円

産業振興

農業機械等の導入助成

水田農業振興事業

　人・農地プランで中心経営体とされた方にコ
ンバインや色彩選別機などの導入を助成するも
の。

1,470万円

地域振興

町民が元気になる事業

地域イベント強化事業

　コロナ禍で様々な行事が自粛されてきたた
め、ウィズコロナに向けて町民が元気になるよ
うなイベントを開催する。

1,000万円



ふるどの議会だより　第163号
令和 5年 4月20日発行 6

議案審議と各議員 の 賛賛 否否３月定例会など
〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。

議案番号 議　案　名 採
決

１
鈴
木

２
常
盤

３
松
崎

４
野
崎

５
藁
谷

７
矢
内

９
岡
部

10
木
戸

11
佐
川

12
緑
川

議案
第１号

町長等の給与の特例に関する条例	 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ７に掲載

８
佐
藤
(一)

6
佐
藤
(弘)

第１回臨時会

〇は賛成、×は反対、緑川議長は採決に加わらない。
議案

第２号
専決処分の承認を求めることについて（令和４年度古殿町一般会計第５次補正予算） 承

認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
妊娠の届出により5万円、出産届により5万円を給付するもの

議案
第３号

議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇

県の改正に準じて、期末手当0.05月分を引き上げるもの

議案
第４号

町長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

県の改正に準じて、期末手当0.05月分を引き上げるもの

議案
第５号

古殿町個人情報保護法施行条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

個人情報の保護に関する法律の改正によるもの

議案
第６号

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

被保険者の出産育児一時金を50万円に増額するもの

議案
第７号

古殿町国民健康保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

コロナ罹患者に対する傷病手当金支給の適用期限を令和５年５月７日まで延長

議案
第８号

古殿町赤ちゃん誕生祝金支給に関する条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ３に掲載

議案
第９号

古殿町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国の基準見直しによるもの

議案
第10号

古殿町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

国の基準見直しによるもの

議案
第11号

財産の処分について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ３に掲載

議案
第12号

古殿町辺地総合整備計画の変更について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度事業見込みによる変更

議案
第13号

町道路線の変更について 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

道路改良工事等による変更

議案
第14号

令和４年度古殿町一般会計第６次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度事業見込みなどにより１億7,296万3,000円を減額し、46億1,207万7,000円とする

議案
第15号

令和４年度古殿町国民健康保険特別会計第４次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度事業見込みにより1,405万円を増額し、５億8,532万円とする

議案
第16号

令和４年度古殿町簡易水道特別会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度事業見込みなどにより4,694万円を減額し、１億4,516万円とする

議案
第17号

令和４年度古殿町農業集落排水事業特別会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度事業見込みなどにより721万円を減額し、1億3,859万円とする

議案
第18号

令和４年度古殿町介護保険特別会計第３次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度事業見込みにより3,877万4,000円を減額し、8億7,456万2,000円とする

議案
第19号

令和４年度古殿町後期高齢者医療特別会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度事業見込みにより67万5,000円を減額し、6,164万6,000円とする

議案
第20号

令和４年度古殿町宅地造成事業特別会計第２次補正予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

宅地販売収入の増により623万8,000円を増額し、2,031万3,000円とする

３月定例会
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議案番号 議　案　名 採
決

１
鈴
木

２
常
盤

３
松
崎

４
野
崎

５
藁
谷

７
矢
内

９
岡
部

10
木
戸

11
佐
川

12
緑
川

議案
第21号

令和５年度古殿町一般会計予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

Ｐ２、P４～５に掲載

議案
第22号

令和５年度古殿町国民健康保険特別会計予算	 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ４に掲載

議案
第23号

令和５年度古殿町簡易水道特別会計予算 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ４に掲載

議案
第24号

令和５年度古殿町農業集落排水事業特別会計予算	 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ４に掲載

議案
第25号

令和５年度古殿町林業集落排水事業特別会計予算	 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ４に掲載

議案
第26号

令和５年度古殿町介護保険特別会計予算	 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ４に掲載

議案
第27号

令和５年度古殿町後期高齢者医療特別会計予算	 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ４に掲載

議案
第28号

令和５年度古殿町宅地造成事業特別会計予算	 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

Ｐ４に掲載

発議
第１号

古殿町議会の個人情報の保護に関する条例 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議会の個人情報を保護し、適正な取り扱いを確保する

発議
第２号

福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

セーフティネットの強化や人口流出抑制のため

８
佐
藤
(一)

6
佐
藤
(弘)

１月13日  議 会 臨 時 会議 会 臨 時 会
町長等の給与を10％減額町長等の給与を10％減額

　職員の不祥事により、町民に対する信頼を大
きく失墜させたことの重大さを真摯に受け止め、
町長、副町長、教育長の給与を３カ月間 10％減
額するもの。

全員賛成 可決

　  全員協議会を開催後、即断即決のよ
うに臨時会で議案が上程されるのはどの
ような考えか。

　　手続論では、全員協議会で一連の流
れを説明させていただいた上で、議案を
上程しました。

　  この懲戒処分は基準に照らし合わせているの
か。

　　懲戒等審査委員会で類似の事案等を勘案し
て審議した結果です。

議 案
第１号 町長等の給与の特例に関する条例
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常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

町道の道路維持補修事業を視察町道の道路維持補修事業を視察

令和５年度主要事業について令和５年度主要事業について
２月17日に議会全員協議会が開催され、令和５年度の主要事業について協議しました。 

　人員確保が困難なことから、給食調理業務
を委託するもの。
　献立の作成や園内での調理は現行と同じ
ように行う。

こども園給食調理業務委託
　令和７年度から始まる第３期古殿町子育
て支援計画のニーズ調査業務を委託する。

子ども・子育て実態調査業務委託

　上松川区、論田区、下山上区の集会所に２
台ずつエアコンを設置する。
　数年度ですべての集会所への対応を完了
する予定。

集会所エアコン設置事業
　公共施設に防犯対策のためのカメラを設
置する。

公共施設防犯カメラ設備設置事業

　総務常任委員会は町道山口下鵰巣線や町道小松川須巻線、町道上町千足線などの道路維
持補修事業等を視察しました。現地視察後、視察箇所について意見交換をしました。また、付
託された請願１件を採択としました。

町道山口下鵰巣線を現地確認する委員

議会全員協議会

総務常任委員会総務常任委員会 活動活動



鈴 木 　 隆 議員 …………………………… 10
（１）マイナンバーカード取得申請状況について
（２）令和 5 年度主要事業について

木 戸 久 康木 戸 久 康 議員 …………………………… 14
（１）令和 5 年度の予算内容と主要事業の内容を問う

佐 藤 一 夫佐 藤 一 夫 議員 …………………………… 15
（１）令和 5 年度主要事業について
（２）古殿八幡神社の流鏑馬、笠懸の神事
　　  と行政の関わりについて

藁 谷 直 𠮷𠮷   議員 …………………………… 13
（１）農業機械譲渡を仲介する仕組み事業について
（２）町の活性化について

野 崎 喜 彦 議員 …………………………… 11
（１）令和 5 年度の事業推進について
（２）農林地の保全と適正活用について

佐 藤 弘 信 議員 …………………………… 12
（１）古殿町の交通安全対策について

松 崎 法 通松 崎 法 通 議員 …………………………… 16
（１）今後の財源確保について
（２）令和 5 年度の事業および、今後の事業について

岡 部 淳 一 議員 …………………………… 17
（１）高齢者人口増加と介護施設増床見通し
（２）発表された主要事業と今後取り組むべき施策

常 盤 浩 章 議員 …………………………… 18
（１）町民憩いの森公園の維持管理について

　一般質問は３月 15 日、16 日に９人の議員
が 15 問の質問を行いました。質疑の一部を
要約してお伝えします。

町政町政をを質質すす
町民の声を伝える

町政に生かす

町の考えをただす

一
般
質
問

ふるどの議会だより　第163 号
令和 5年 4月20日発行9
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個人番号

主要事業 Q 令和５年度主要事業に
　 道の駅の事業がないのはなぜか
A 用地取得合意の場合は「土地開発基金」
　 を活用した購入を考えます

一 般 質 問

 

鈴
木　
全
国
で
地
域
活
性
化

の
た
め
、
交
流
人
口
拡
大
と

い
わ
れ
る
中
、「
フ
ル
ド
ノ
タ

イ
ム
」
を
実
施
さ
れ
る
が
、

ど
の
く
ら
い
来
町
者
を
見
込

ん
で
い
る
か
。
波
及
効
果
は
。

 

町
長　

フ
ル
ド
ノ
タ
イ
ム

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
27
予
定
さ

れ
て
お
り
、
現
在
、
参
加

受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す

べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
定
員

に
達
し
た
場
合
、
参
加
者
は

３
３
０
人
ほ
ど
見
込
ま
れ
ま

す
。
様
々
な
体
験
を
す
る
こ

と
で
町
の
魅
力
が
多
く
の
方

に
伝
わ
れ
ば
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま

す
。

 

鈴
木　

子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
、
実
態
調
査
業
務
に

よ
り
、
ど
の
よ
う
な
事
業
が

見
込
ま
れ
る
か
。

 

町
長　

国
で
は
新
年
度
よ

り
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が
発

足
し
、
こ
ど
も
政
策
に
関
す

る
総
合
調
整
権
限
が
一
本
化

す
る
予
定
で
、
町
で
は
令
和

６
年
以
降
に
「
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
」
設
置
に
努
め
る

こ
と
と
さ
れ
、
国
の
施
策
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
実
態

調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

Q マイナポータル対応
　 「ぴったりサービス」は完備したのか
A 子育て関係 15 手続
　 介護関係 11 手続が
　 ３月１日から電子申請できます

鈴
す ず き

木　隆
たかし

 議員

 

町
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続

な
ど
日
常
生
活
の
中
で
利
用

シ
ー
ン
が
広
が
っ
て
お
り
、

町
民
の
皆
様
が
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
享

受
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
と

と
も
に
、
安
全
・
安
心
に
利

用
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
し

ま
す
。

 

鈴
木　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
こ
れ
か
ら
様
々
な

も
の
と
紐
づ
き
、
更
な
る
普

及
が
必
要
と
考
え
る
が
、
引

き
続
き
普
及
対
応
は
。

 
町
長　
健
康
保
険
証
と
紐
づ

け
ら
れ
た
ほ
か
、
運
転
免
許

証
と
の
一
本
化
に
向
け
て
検

討
が
進
む
な
ど
、
多
く
の
機

能
拡
充
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
様
へ
の

普
及
対
応
を
行
い
ま
す
。

 

鈴
木　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
者
に
対
し
情
報

提
供
や
利
活
用
を
行
う
考
え

は
あ
る
か
。

改修が望まれる道の駅
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み
と
、
町
単
独
事
業
の
高
校

生
へ
の
児
童
手
当
支
給
な
ど

で
す
。

 

野
崎　

農
業
・
農
家
支
援

策
と
し
て
の
重
点
事
業
は
。

 

町
長　

施
設
園
芸
農
家
に

対
す
る
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
の
ビ

ニ
ー
ル
張
替
え
支
援
と
、
農

業
機
械
等
導
入
支
援
事
業
で

す
。

野
の ざ き

崎　喜
よしひこ

彦 議員

　

農
林
地
を
守
る
こ
と
は
、

国
土
の
環
境
保
全
は
も
と
よ

り
、
食
料
安
全
保
障
を
堅
持

す
る
上
で
も
、
重
要
な
施
策

で
あ
る
。

 

野
崎　
遊
休
農
地(

耕
作
放

棄
地)

の
総
面
積
と
利
活
用

へ
の
取
組
み
は
。

 

町
長　

32
ヘ
ク
タ
ー
ル
で

す
。「
恵
み
の
農
地
再
生
事

業
」
で
果
樹
の
苗
木
購
入
の

助
成
を
し
て
い
ま
す
。

 

野
崎　
「
森
林
経
営
管
理
制

度
・
意
向
調
査
」
の
実
態
と

今
後
は
。

 

町
長　

仙
石
地
区
と
大
久

田
地
区
で
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
山
林
経
営
の
町
等
へ

の
委
託
希
望
者
が
多
く
、
他

に
委
託
が
見
込
め
な
い
森
林

は
町
が
管
理
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
ま
す
。

 

野
崎　

植
林
、
下
草
刈
り

や
枝
打
ち
へ
の
支
援
は
あ
る

の
か
。

 

町
長　

県
と
町
の
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。

 

野
崎　

山
林
・
原
野
の
売

買
に
町(

農
業
委
員
会)

の

規
制
や
指
導
が
あ
る
の
か
。

 

町
長　

一
定
の
面
積
を
売

買
す
る
場
合
は
県
へ
の
届
出

や
、
大
規
模
な
林
地
等
の
開

発
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

一 般 質 問

主要事業
Q 令和５年度の事業推進は
A 農業機械等の導入支援します

林業政策
Q 農林地の保全と適正活用策は
A 山林経営の委託希望者が多い状況です

 

野
崎　
「
地
域
イ
ベ
ン
ト
強

化
事
業
」
と
は
い
か
な
る
事

業
か
。

 

町
長　

具
体
的
に
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
町

民
の
方
が
元
気
に
な
れ
る
イ

ベ
ン
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。

 

野
崎　
「
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
」
の
重
点
的
な
取
組

み
は
。

 

町
長　

国
の
令
和
４
年
度

補
正
予
算
計
上
さ
れ
た
取
組

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
危
機
な
ど
で
空
前
の

物
価
高
騰
は
底
が
見
え
な
い
。

　
人
口
減
少
も
歯
止
め
が
か

か
ら
ず
、
行
政
運
営
も
新
た

な
観
点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

 
野
崎　
「
道
の
駅
拡
張
計
画

事
業
」は
ど
う
進
め
る
の
か
。

 

町
長　

合
意
が
得
ら
れ
た

際
の
用
地
の
取
得
に
は
「
土

地
開
発
基
金
」
活
用
を
考
え

て
お
り
ま
す
。

 

野
崎　
「
地
域
交
通
最
適
化

事
業
」
に
は
ど
う
取
り
組
む

の
か
。

 

町
長　

へ
き
地
医
療
バ
ス

等
の
車
両
を
小
型
化
し
実
証

運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

コンバインでの稲刈り

全伐や間伐が実施された山林
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交通安全対策
Q 交通安全対策を強化せよ
A 交通安全対策を推進します

佐
さ と う

藤　弘
ひろのぶ

信 議員

 

町
長　

古
殿
町
交
通
対
策

協
議
会
、
関
係
機
関
・
団
体

で
交
通
安
全
の
推
進
を
図
っ

て
い
ま
す
。

 

佐
藤　

大
き
な
交
通
事
故

が
発
生
し
た
場
合
、
現
場
で

の
緊
急
点
検
、
再
発
防
止

対
策
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

 

町
長　

事
故
発
生
後
、
現

場
、石
川
警
察
署
に
お
い
て
、

交
通
死
亡
事
故
に
伴
う
現
場

点
検
・
検
討
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

 

佐
藤　

町
道
の
パ
ト
ロ
ー

ル
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て

い
る
の
か
。
そ
の
頻
度
は
。

 

町
長　

道
路
点
検
員
に
よ

る
平
日
の
毎
日
、
午
前
中
に

町
道
な
ど
の
町
管
理
道
路
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

 

佐
藤　

竹
貫
の
龍
台
寺
入

口
で
破
損
し
た
信
号
機
は
工

事
中
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

 

町
長　

当
該
信
号
機
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
12
月
22

日
に
起
き
た
死
亡
事
故
に

よ
り
破
損
し
、
そ
の
復
旧
等

の
対
応
は
、
石
川
警
察
署
が

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
１
月
２
日
の
夜
、
郡
山
市

で
一
家
４
人
が
亡
く
な
る
交

通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

希
望
と
夢
を
持
っ
た
人
生
が

一
瞬
の
事
故
に
よ
り
散
り
去

り
ま
し
た
。
事
故
が
起
こ
る

原
因
に
は
様
々
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

る
と
い
う
人
的
マ
ナ
ー
の
欠

如
も
一
つ
で
す
し
、
道
路
環

境
の
未
整
備
も
あ
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
わ

が
町
の
交
通
安
全
対
策
を
伺

い
ま
す
。

 

佐
藤　

交
通
事
故
防
止
、

安
全
対
策
は
、
ど
の
よ
う
な

組
織
で
行
わ
れ
て
い
る
か
。

 

佐
藤　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
交
通
安

全
施
設
、
路
面
標
示
等
が
必

要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

古
殿
町
交
通
安
全

協
会
に
必
要
箇
所
の
確
認
を

実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
石

川
警
察
署
等
と
古
殿
町
通
学

路
合
同
点
検
の
実
施
、
区
長

等
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
箇
所

に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
ま

す
。

 

佐
藤　

交
通
安
全
対
策
を

今
後
、
総
合
的
に
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
の
か
。

 

町
長　

令
和
５
年
度
交
通

安
全
推
進
計
画
を
基
に
、
警

察
組
織
や
交
通
安
全
協
会
等

各
種
団
体
と
共
同
で
、
広
報

無
線
や
チ
ラ
シ
等
に
よ
る
広

報
活
動
、
街
頭
指
導
や
交
通

安
全
旗
の
設
置
等
の
交
通
安

全
対
策
、
交
通
安
全
教
育
の

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

点灯していない信号機（竹貫地内）

ガードレールが必要と思われる町道（上松川地内）

一 般 質 問
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藁
谷　

町
の
公
共
施
設
に

あ
る
庭
石
の
説
明
板
を
設
置

す
る
考
え
は
。

 

町
長　

考
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

 

藁
谷　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
や
ぶ
さ
め
ア
リ
ー
ナ
や

町
民
水
泳
プ
ー
ル
な
ど
で
行

わ
れ
る
大
会
を
掲
載
す
る
考

え
は
。

 

町
長　

要
請
・
依
頼
が
あ

れ
ば
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
こ
と
は
可
能
か
と

考
え
ま
す
。

 

藁
谷　

奨
学
金
の
返
済
免

除
、
ま
た
は
、
返
済
を
助
成

す
る
考
え
は
。

 

町
長　

免
除
や
助
成
す
る

こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
奨
学
金
を
有
効
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
く
、
引
き

続
き
制
度
の
周
知
を
図
り
ま

す
。

稲刈り作業中のコンバイン

藁
わらがや

谷　直
なおよし
𠮷 議員

Q 農業機械譲渡
　 の仲介事業の考えは
A 現在のところ考えておりません

自治体の広報にも使われる電光掲示板

町活性化対策

Q やぶさめアリーナで
　 開催している大会などを
　 電光掲示板等で周知する考えは

A 電光掲示板等を設置し、
　 周知する考えはありません

 

藁
谷　

最
近
３
年
間
の
新

規
就
農
の
戸
数
は
。

 

町
長　

農
業
次
世
代
人
材

育
成
投
資
事
業
を
受
け
て
い

る
新
規
就
農
者
は
４
名
で

す
。

 

藁
谷　

町
の
小
型
特
殊
自

動
車
の
登
録
台
数
は
。

 

町
長　
３
５
１
台
で
す
。

 

藁
谷　

農
業
機
械
譲
渡
を

仲
介
す
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
自
治
体
を
認
識
し
て

い
る
か
。

 
町
長　
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
基
礎
的
資
材
で
あ

る
肥
料
価
格
、
農
業
用
資
材

や
燃
料
な
ど
の
価
格
が
高
騰

し
、
さ
ら
に
農
業
機
械
も
価

格
が
値
上
げ
の
傾
向
が
進
ん

で
お
り
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
使
用
し
て

き
た
農
業
機
械
で
あ
る
ト
ラ

ク
タ
ー
、
田
植
機
、
管
理
機

な
ど
は
古
く
な
り
故
障
し
、

更
新
し
よ
う
に
も
更
新
が
で

き
ま
せ
ん

　
耕
作
放
棄
地
の
鈍
化
、
田

畑
の
維
持
、
農
家
支
援
の
農

業
機
械
譲
渡
を
仲
介
す
る
仕

組
み
事
業
を
検
討
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

 

藁
谷　

最
近
３
年
間
に
離

農
し
た
戸
数
は
。

 

町
長　

農
事
実
行
組
合
の

加
入
戸
数
で
は
、
令
和
４
年

４
月
現
在
で
36
戸
で
す
。

農業政策

一 般 質 問
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主要事業Q 令和５年度の
　 予算内容と主要事業は
A 当初予算総額は 41 億 7,300 万円です

木
き ど

戸　久
ひさやす

康 議員

 

町
長　

令
和
５
年
４
月
１

日
、
正
職
員
85
名
、
会
計
年

度
任
用
職
員
51
名
の
予
定
で

す
。

 

木
戸　

公
債
費
の
現
在
額

は
。

 

町
長　

令
和
５
年
度
当
初

予
算
で
７
億
３
４
３
９
万
３

０
０
０
円
で
す
。
な
お
、
起

債
残
高
見
込
額
は
令
和
５
年

度
末
で
52
億
４
４
２
７
万
２

０
０
０
円
で
す
。

 
木
戸　

最
近
、
借
地
の
解

消
は
あ
っ
た
か
。

 

町
長　

令
和
４
年
度
中
に

古
殿
町
簡
易
水
道
施
設
敷
地

の
借
地
２
件
、
３
８
９
．
12

平
方
メ
ー
ト
ル
を
買
収
し
て

お
り
ま
す
。

 

木
戸　

子
ど
も
・
子
育
て

実
態
調
査
業
務
委
託
の
内
容

は
。

 

町
長　

専
門
的
知
識
、
他

の
自
治
体
の
取
組
内
容
の
情

報
を
持
つ
受
託
業
者
の
力
を

借
り
な
が
ら
、
実
態
調
査
に

取
り
組
み
ま
す
。

 

木
戸　

令
和
５
年
度
の
当

初
予
算
の
総
額
は
。

 

町
長　

41
億
７
３
０
０
万

円
で
す
。

 

木
戸　
町
税
の
見
込
額
は
。

 

町
長　

４
億
９
４
１
０
万

５
０
０
０
円
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

 

木
戸　
人
件
費
の
総
額
は
。

 

町
長　

令
和
５
年
度
当
初

予
算
で
一
般
職
６
億
７
０
７

５
万
７
０
０
０
円
、
会
計
年

度
任
用
職
員
１
億
４
８
３
６

万
１
０
０
０
円
、
合
計
８
億

１
９
１
１
万
８
０
０
０
円
で

す
。

 

木
戸　

職
員
の
人
数
と
会

計
年
度
任
用
職
員
の
人
数

は
。

一 般 質 問

 

木
戸　

こ
ど
も
園
給
食
調

理
業
務
委
託
の
内
容
は
。

 

町
長　

公
募
に
よ
る
人
員

の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
業
務
委
託
す
る
も

の
で
す
。

 

木
戸　

農
業
機
械
等
導
入

事
業
補
助
金
の
内
容
は
。

 

町
長　
認
定
農
業
者
、
人
・

農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
お

い
て
設
定
し
た
中
心
経
営
体

へ
の
機
械
導
入
に
対
す
る
支

援
で
す
。

 

木
戸　

西
渡
団
地
建
替
基

本
実
施
設
計
業
務
委
託
と

は
。

 

町
長　

町
営
住
宅
建
替
に

伴
う
計
画
案
お
よ
び
建
築
設

計
を
行
う
業
務
で
す
。

 

木
戸　

農
業
集
落
排
水
機

能
強
化
事
業
と
は
。

 

町
長　

農
水
省
の
補
助
事

業
で
、
平
成
９
年
度
か
ら
一

部
供
用
開
始
さ
れ
た
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
古
殿
地
区

の
各
種
機
器
類
等
の
更
新
事

業
で
す
。

こども園の給食の様子

建替計画のある西渡団地
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一 般 質 問
 

町
長　

町
民
の
方
が
少
し

で
も
元
気
に
な
る
よ
う
な
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

佐
さ と う

藤　一
か ず お

夫 議員

主要事業Q 令和５年度の重要施策は
A デジタルの力で便利で快適に暮らせる
　 社会の実現に向けて取り組みます

伝統文化 Q 古殿八幡神社の流鏑馬・笠懸の
　  神事と行政の関わりは
A 伝統文化の継承を支援しています

 

町
長　

こ
ど
も
家
庭
庁
が

発
足
し
、
市
町
村
は
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
努

め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
の
施

策
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
実

態
調
査
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

佐
藤　

こ
ど
も
園
給
食
調

理
業
務
委
託
に
至
っ
た
経
緯

は
。

 

町
長　

公
募
に
よ
る
人
員

確
保
が
難
し
く
な
っ
た
た

め
、
業
務
委
託
す
る
も
の
で

す
。

 
佐
藤　

地
域
イ
ベ
ン
ト
強

化
事
業
の
企
画
は
。

 

佐
藤　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
設

置
工
事
の
内
容
は
。

 

町
長　
上
松
川
区
、論
田
区
、

下
山
上
区
の
集
会
所
に
２
台

ず
つ
設
置
す
る
も
の
で
す
。

 
佐
藤　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ

び
地
方
版
総
合
戦
略
業
務
委

託
の
内
容
と
目
的
は
。

 

町
長　

ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
か
ら
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

総
合
戦
略
と
し
、
デ
ジ
タ
ル

の
力
を
活
用
し
て
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

 

佐
藤　
子
ど
も
・
子
育
て
実

態
調
査
業
務
委
託
の
狙
い
は
。

業務委託される予定のこども園の給食

存続が困難になっている
論田の獅子舞

　
古
殿
町
と
い
え
ば
流
鏑
馬

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
有
名
で
あ

り
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
政
教

分
離
の
原
則
も
踏
ま
え
、
行

政
と
し
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

 

佐
藤　

例
大
祭
の
捉
え
方

と
関
わ
り
は
。

 

町
長　

例
大
祭
自
体
は
神

事
な
の
で
直
接
支
援
せ
ず
、

伝
統
文
化
の
継
承
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

 

佐
藤　

例
大
祭
は
奉
賛
会

を
中
心
に
当
番
区
制
と
寄
付

に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
て
い

る
が
、
体
制
の
維
持
は
。
流

鏑
馬
保
存
会
へ
の
支
援
は
。

 

町
長　

奉
賛
会
運
営
に
町

と
し
て
意
見
を
述
べ
る
べ

き
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。
流
鏑
馬
保
存
会
に

は
、
保
存
事
業
と
し
て
補
助

金
や
、
射
手
育
成
事
業
の
委

託
料
な
ど
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

 

佐
藤　

古
殿
八
幡
神
社
例

大
祭
や
各
区
に
存
在
す
る
郷

土
芸
能
な
ど
の
伝
承
・
支
援

は
。

 

町
長　

流
鏑
馬
・
笠
懸
は

流
鏑
馬
保
存
会
に
対
し
以
前

か
ら
支
援
し
て
お
り
、
今
後

も
状
況
を
見
守
り
、
無
形
文

化
財
と
併
せ
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
祭
事
も
あ
り
、
地
域

と
協
議
し
な
が
ら
解
決
策
を

探
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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犯罪防止に有効な防犯カメラ

財政

一 般 質 問

Q 今後の財源確保は
A ふるさと納税は
　 大変貴重な財源と認識しています

 
松
崎　

今
後
の
町
政
に
お

い
て
、
大
き
く
歳
出
が
予
想

さ
れ
る
も
の
は
ど
ん
な
事
業

か
。

 

町
長　

現
在
の
と
こ
ろ
道

の
駅
の
整
備
が
大
き
な
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

町
長　

今
後
も
様
々
な
媒

体
を
通
し
て
多
く
の
方
の
目

に
触
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

 

松
崎　

中
学
校
体
育
館
裏

か
ら
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ま
で

の
道
路
は
狭
小
、
カ
ー
ブ
で

見
通
し
が
悪
く
、
拡
張
整
備

す
る
べ
き
と
思
う
が
。

 

町
長　

部
分
的
な
修
繕
に

つ
い
て
、
今
年
度
完
了
し
て

い
ま
す
。

 

松
崎　

河
川
の
堆
砂
に
よ

る
堤
防
か
ら
の
氾
濫
も
懸
念

さ
れ
る
中
、
県
に
対
し
て
働

き
か
け
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

 

町
長　

県
の
出
先
機
関
と

意
見
交
換
な
ど
を
通
じ
、
要

望
な
ど
を
行
う
機
会
を
捉

え
、
堆
砂
除
去
の
要
望
を

行
っ
て
い
ま
す
。

 

松
崎　

人
口
の
減
少
、
そ

し
て
高
齢
化
に
よ
る
町
財
政

へ
の
影
響
は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長　

歳
入
の
面
で
は
、

町
税
等
の
自
主
財
源
、
依
存

財
源
の
ど
ち
ら
に
も
影
響
が

あ
り
ま
す
。
歳
出
面
で
は
、

医
療
費
や
介
護
給
付
費
の
増

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

 

松
崎　

ふ
る
さ
と
納
税
の

充
実
は
必
要
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

 

町
長　

財
源
確
保
の
面
で

は
、
大
変
貴
重
な
財
源
と
し

て
認
識
し
て
お
り
、
今
後
も

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

 

松
崎　

公
共
施
設
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
事
業
を
民
間
も
対

象
と
し
て
、
カ
メ
ラ
設
置
を

励
行
し
て
は
ど
う
か
。

 

町
長　

犯
罪
を
防
ぐ
上
で

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
有
効

と
捉
え
て
い
ま
す
が
、
民
間

を
対
象
と
す
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

松
崎　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
は
、
１
名
が
欠
員
と
な
っ

て
い
る
が
、
原
因
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

拡幅された中学校体育館裏の道路

松
まつざき

崎　法
のりみち

通 議員

主要事業

Q 防犯カメラ設置の励行は
A 犯罪を防ぐ上で防犯カメラの
　 設置は有効と捉えています
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Q 高齢者人口増加と
　 介護施設増床見通しは
A 地理的に困難なことから
　 増床に至っていません

主要事業
Q 発表された主要事業と今後取り組むべき施策は
A 西渡団地建替に伴う計画案および建築設計を行います

 

岡
部　

町
に
お
け
る
増
床

は
現
時
点
で
見
通
し
が
な
い

ま
ま
だ
が
、
福
祉
会
と
は
ど

ん
な
話
合
い
と
方
向
づ
け
を

し
て
い
る
の
か
。
町
と
し
て

増
床
を
し
っ
か
り
求
め
て
い

る
の
か
。

 

町
長　

平
成
25
年
９
月
の

岡
部
議
員
の
一
般
質
問
に
答

弁
し
た
と
お
り
、
地
理
的

に
困
難
な
こ
と
か
ら
増
床
に

至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

 

岡
部　

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
ふ
る
ど
の
荘
に
入
所

を
申
込
み
、
待
っ
て
い
る
人

は
何
人
か
。
ま
た
、
ふ
る
ど

の
荘
以
外
の
施
設
へ
の
申
込

み
状
況
は
。

 
町
長　

町
民
の
方
で
ふ
る

ど
の
荘
を
申
込
ん
で
い
る
方

は
34
人
、
ふ
る
ど
の
荘
以
外

の
施
設
は
５
人
で
す
。

 

岡
部　

入
所
さ
せ
た
い
と

切
望
す
る
家
族
の
方
か
ら
の

声
が
届
い
て
い
る
と
思
う

が
、
町
と
し
て
の
対
応
は
。

 

町
長　

町
が
直
接
相
談
を

受
け
た
場
合
は
町
内
施
設
を

紹
介
し
、
施
設
へ
の
相
談
、

申
込
み
を
行
う
よ
う
お
伝
え

し
て
お
り
ま
す
。

 

岡
部　

高
校
生
児
童
手
当

支
給
の
思
考
か
ら
決
定
ま
で

に
通
学
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
考
え
な
か
っ
た
の
か
。

 

町
長　

児
童
手
当
は
家
庭

に
お
け
る
生
活
の
安
定
、
児

童
の
健
全
な
育
成
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

 

岡
部　

農
業
機
械
等
助
成

に
つ
い
て
、
兼
業
農
家
も
対

象
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
か
。

 

町
長　

認
定
農
業
者
お
よ

び
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体
に

対
す
る
助
成
で
あ
り
、
そ
こ

に
該
当
し
な
い
方
は
補
助
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

 

岡
部　

西
渡
団
地
建
替
基

本
実
施
計
画
の
委
託
内
容

は
。

 

町
長　

町
営
住
宅
建
替
に

伴
う
計
画
案
お
よ
び
建
築
設

計
を
行
う
業
務
で
す
。

 

岡
部　

草
刈
り
等
が
重
機

対
応
と
な
っ
た
が
、
重
機
と

人
員
配
置
で
対
応
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

 

町
長　

重
機
お
よ
び
人
力

に
よ
る
草
刈
り
作
業
で
対
応

し
て
い
ま
す
。

 

岡
部　

難
聴
者
に
対
し
て

の
補
聴
器
支
援
が
広
ま
っ
て

い
ま
す
。
町
の
取
組
み
は
。

 

町
長　

障
が
い
分
野
で
の

助
成
制
度
を
整
備
し
て
い
ま

す
。

 

岡
部　

道
の
駅
拡
張
計
画

は
。

 

町
長　

用
地
取
得
の
合
意

が
得
ら
れ
た
場
合
は
「
土
地

開
発
基
金
」
を
活
用
し
購
入

す
る
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

増床が困難なふるどの荘

西渡団地が移転される予定の前木地内

岡
お か べ

部　淳
じゅんいち

一 議員

介護政策

一 般 質 問
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憩いの森公園Q 町民憩いの森公園の
　 維持管理は
A 職員が定期的に確認しております

常
と き わ

盤　浩
ひろのり

章 議員

い
て
は
、
支
障
が
あ
る
場
合

な
ど
、
随
時
、
伐
採
や
枝
の

剪
定
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

 

常
盤　

公
園
の
樹
木
に
伐

採
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

 

町
長　

公
園
敷
地
内
の
山

林
は
、
ふ
く
し
ま
森
林
再
生

事
業
に
よ
る
間
伐
作
業
を
発

注
し
て
お
り
ま
す
。

 

常
盤　

里
山
広
場
に
あ
る

施
設
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　

町
民
憩
い
の
森
公
園
は
、

自
然
を
生
か
し
た
親
し
み
の

あ
る
公
園
で
す
が
、
次
の
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

常
盤　
公
園
の
完
成
は
。

 

町
長　
平
成
17
年
度
で
す
。

 

常
盤　

現
在
、
訪
れ
る
方

は
年
間
ど
の
く
ら
い
の
人
数

か
。

 

町
長　

具
体
的
な
人
数
は

把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

延
べ
３
０
０
０
人
程
度
は
来

園
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま

す
。

 

常
盤　

公
園
の
樹
木
管
理

は
。

 

町
長　

芝
生
内
の
樹
木
は

委
託
業
者
に
よ
る
定
期
的
な

管
理
、
法
面
等
の
樹
木
に
つ

 

町
長　

職
員
が
定
期
的
に

確
認
し
て
お
り
ま
す
。
里
山

広
場
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

予
算
に
お
い
て
、
敷
砂
利
の

実
施
と
、
広
場
内
に
あ
る
炭

窯
の
撤
去
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

常
盤　

公
園
に
設
置
し
て

あ
る
案
内
板
を
改
修
、
見
直

す
考
え
は
あ
る
の
か
。

 

町
長　

確
認
を
行
い
、
改

修
等
が
必
要
な
も
の
は
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

間伐作業が発注されている山林

撤去される予定の炭窯

一 般 質 問
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新生活に助成がされます

テーマ

追跡レポート
その後

どうなった？
No.61

若者定住化促進若者定住化促進

その後のその後の
対　　応対　　応

Q　平成 30 年９月一般質問から

若者定住化促進のための具体策は。

Ａ　町長答弁

子育て・教育に関する独自の事業を打ち出し、若者が
定着できる環境を整えていくことが必要であると認識
しております。

若者がより暮らし
やすい町になるね！

結婚新生活支援事業が始まっています
　婚姻日における年齢が 39歳以下で、夫婦の所得が 500万円未満の場合には
様々な助成が受けられます。
〇住宅取得費用　〇住宅賃借費用　〇引っ越し費用　〇住居のリフォーム費用
　30万円が上限ですが、令和５年度より夫婦ともに 29歳以下の場合は 60万円
が上限となります。
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古殿町のホームページからもご覧いただけます。
古殿町 検　索 町議会へ

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次回の
定例会

  
No.

上旬

今回紹介するの今回紹介するのは、は、「株式会社 三森建設「株式会社 三森建設」」の皆さんです。の皆さんです。
11

  ６月

工事現場の様子

＊会社設立の歴史と組織を教えてください。＊会社設立の歴史と組織を教えてください。

昭和 30年創業

信頼あるもの造り

　昭和３０年に先代の三森安　氏が創業し、現
在は２代目の三森理有氏が社業を引き継ぎ、山
上字宮前で土木工事業を営んでいます。従業員
のほとんどが地元の方であり、地域雇用に貢献
しています。

＊会社における基本的な考え方は何ですか。＊会社における基本的な考え方は何ですか。

　「信頼あるもの造り」をモットーに、古殿町を中心に近隣市町村で土木工事を行っておりま
す。現在は砂防施設や道路工事などに従事しております。社員１人１人が思いやる行動を行
い、安全作業を第一としてお客様のニーズに応えられるよう努力しております。

三森建設の社員の皆さん


